
雛飼料の利用忙関する研究  

大橋昭也  加藤巳之音  波辺 彬  

1，呂 的  

肉豚生燕繹の節減をlまかるための一方策として，郡市近郊蕃妹でほ食品製造粕顆が援わ   

れでいるが，これらの栗木的仰i値忙ついてほ，未だ解明されでいないので，その有効利用  

をはかろために，これら飼料質頂の栄泰価伯を調査し，その利用法忙ついての指導指針を   

縛ろ。  

2．試験構成  

い 春分鬼に闘すろ叙歳  

一般組戒および消化毅   

（：2）肥育試旗  

発育，肉賀および訪料の経済性  

8，対象賃砺斗   

本試験忙使用した経飼料ほ，ミートミール（Meat ～‡eaり およぴフライミール  

（p】y mcal）であり，これらの原料および製造工＝僻ま概ねつぎのとおりであろ。  

11）ミートミール  

小売肉店忙おいて，食料把ならない内層および脂防を党寵Lてこれを油脂工場忙おし’、   

て搾油した柑であろ。   

1て～）フライ ミール  

食肉店把おいて勝助を加工すろ櫨忙生ずろ，■てソ紛を兇封鼓しこれを油脂工場匿おいて  

搾油Lた穐であろ。   

製造工篠 原礪集→粉砕→新茶→榊→粉砕→与；ミニニ  

ヰ．消化姦試験   

（1）試と：食の方法  

ア 供試傍  

当埼真二直の1W去勢姓8窮を供試した。  

イ 方堪の横磯  

供試或は各個体毎にケージに収零し糞尿を分離採取できるよう，夫々受皿を設け，  

序軌一回これを採取秤放した。  
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消化率試験は全糞採取法によつで実地したが，その期間および供試麻の体重ならび   

忙供試飼料等はつぎ忙示すとおりである。  

消化率試焼の実施崎親等   

実 施 期 間  爽 施時  加科給与  
区  分  

予備試験   本 試 験   平均休息  日 ：症  

碁 敵窒 飼 料   g／lワー9／82   9／之2－9／2亀   58．6～8a．1kg   2．幻呼   

ミ ート ミ ール   9／24－p／29   9／29～10／1   6已．1－・84．¢   2，2k伊   

フライ さ ■－ル   10／1・－1（l／ 6  10／¢－10／8   64．6・－68．8   2．2kg   

ク 供試飼料  

区  分   特 殊 頻宣   ミートミーノレ   フライミール   コロイカル   塩   

茶碗頭劉   g 8％   ー・彩   1．5％   0．5％   

ミートミー／レ   9 3   5．0  l．5   0．5   

フライミール   7 8  2 0  1．5   0，5   

5．試烏兵∃浩果  ≡鼠卜択の穂先はつぎのとおりであろ。  

‖1供京桶：ヰの組成％  

区  分   水 分   観蛋白質   粗脂肪  租碑緋   粗灰分   亀塵物   

叙   8．08   11．巳6   ろ．05   68．0ヰ   4．50   5．07   8巧．85   

戴＋ミートミール   9．詩3   12．97   5．2！l   62．ヰ9   8．口q   3さ汚   ろR．日仏   

ミートミー′レ   4．95   与0．30   ヰ8＿0（弓   B5・右   11．吊5   2．70   P2．35   

我＋フライミー／レ   7．38   11．8心   5．ユ5   賞軋ワり   冬．98   汚．らく一   88．68   

フライミール  iS・56   13．7（弓   18，13   54．0ヰ   法．73   兄．78   8臥71   

t2）乾物中の縄成％  

区  分   D M   租花白賀   粗脂肪   Nft王；   租絞維   粗放分   有策物   

敬   100   12．え6   3．32   7G．0   4．9   5▼52   9ヰ．5椚   

就＋ミートミーノレ   100   14．BO   5＿83   ¢8．りち   6．72   4．a2   95．78   

シートミ〉′レ   10（〕   42．ヰ0   ・｝5・3（）   9ワ7   0，β8   2．84   97・1（i   

沃＋フライミh／レ   100   1乏，78   5．57   72．02   5．38   4．已5   95．75   

フライさ－′レ   100   15．05   1g．88   5910   2．99   3．04   97－01  



（3）消化家 hす±SD  

区  分  D M  租蛋白質  1粗糖肪  NFE  粗親維  粗灰分  有得物   

秋   03．18土2．8  94．．2＄土2．2  90．61士2．ワ  95．99±1．さ1     鋸＝止187687・15±4．6   9352士2．24   

童汁ミートミール  ワ．39土1．9  887・5±男．2  6．95士5．72  ¢1．88土12  0．10士8．之8  6汚．58二撼．46  8乳与ヰ±l．71   

ミートミー／レ  6．36」曳．0  86．ヰ8出15  90．12土1ユ7  さ．ヰ3士20．1  ’581ニヒ19之7  65．25：土108  7．46土2．00   

牧＋フライミール  8－33士1．0  95・5（ち±：0＿Z  8．40士0．62  2．41士8．82  え．0（i土7・65  70．78士乞．17  86．44土4．58   

フライミール  88．14：土0．3  85．08ニヒ0．乏  88．47±0．6J  9，24土0，92  5‡i＿01士乳11  19且已土2．¢z  88．9冬土0．38   

（4）給与僚料の飼料価値  

M土Sl）  

区  分  相扇白魚  租肘肪  NFE  粗鮫純  有㍍物  †）CP  TDN   

鉄   10．61土0．26  6．2乞±0，20  5迅11二0．90  ．8ワ士0．62  81．之B土1．g  1D．【う1土0－Z6  851I，1土l，Q4   

昧＋ミートミール  8．28士1一心ヰ  0．85±0．05  7．0・こ．士0．a7  3．6（う土0．Z斗  80．0（l土6．73  1え．23±1．4′；  83．乞8土2．82   

ミートミール  Jも、8う±2，80  781上n．47  6．12土1，7冬  ∩．3D土0．13  8n．77土1．8  84．85土曳．8日  12858±4．1：   

箆叶フライミール  0．96土1．50  0－27出），07  1．6与士口．55  B52士1．8］  82．25土6．：う∩  1†）Q6士1．5け  86．く．n土払．68   

フライミール  1．7B±0．07  6．ロg土9．26  上n8冬±皐．89  ．45士n．22  只l．5も土′．7  1】．72土0．（】7  9∈）1（H＝0．75  

すなわちミートミー′レの栄泰イd烏ほ可消化租買自勤含品8ヰ．85と圧搾大豆粕や抽出ナ  

タネ糊とほゞ等Lく，可浄化誌分誓凝では町消化粗相防が40．82と多く含まれている  

ため1已弓．58と高カロリー飼料となっており東鶉塞は1：2＿8gとなる。  

また7ライミールではDC Pll．ワ2と戌囁腋のヲ花白含畳であろが，でDNでは可消  

化租詣肪が1g．83含まれているため99．1と覇く，栄黎墨は1：7・ ふ8と広い飼料と  

なっている。  

以上のことから，これらの飼料を配合すろことによって高エネルギー別科の調歴が可  

能であり，Npノ1≡ 5轟鮭の飼料忙配合調製すろことによって肥育用飼料としての爽用  

的利用価値があろものと考えられる。  

軋 ■妃育試虐   

（1）供式豚  

7 当均生産の大ヨークシャー種2胞から，夫々雌4頭，雄4頭を供試しこれを平均体凌   

がほゞ等しくなろよう4頭（♀2・含めづつ忙区分した。   

イ 試東胡周   



各僧体z o晦から90王こg到睦までの塵4年10月1g日からヰ5年3月Z2日まで  

り 青 戸里  

供試飲は，3▲Z4ガの豚房忙1頒づゝ耽零し，一般管理は産肉能力検定方法把準   

じて行なった。   

エ 給与飼料と給餌日量  

刑月具区忙は頑軍飼料1号および竺号を試験区にほBOk夢～さOk葺まで検定1号を   

20kダ以降Q（）k才までは下乗忙示す雑飼料を配合Lた試験加科を給与した。  

試豪区知和の試合率  

フライ  ミート  大鼓  トウモ  特扶  天豆  カ ル   ビック   
区  分  十1了  

さ－－－l  ミー′レ  全轟  tココシ′  歎  柏  シウム  
D（〕P  TDN  

エード   

配 合 奉   之0％  5  BO．7  17  已0  5  1．5  05  q．S  1乞．z8  7汽．g6  

給餌日勤については，対照区については豪肉電力桓雫1甥」瑚を就軌区については，  

前期ほ利潤区と同線訣遥Y兼塗を護簸匿ついては，威力ロリー飼料のためf川k錐1降   

の4J綿状況を観察Lながら嶺高B・5k9一之7kタの給与盤とした。  

なお，飼料は臣撒ミりとL，1日B回船開とした。   

12）洗粉の特異  

7 軽食状況と鮭廉状態  

弧二貪湖筒中の採食状況は概ね良好であり，肥育宋鮮の試頴区忙やゝ食欲の減退が認  

められたほかは，ほギ催嗅匿牒雄L，一般的触昧状態佗ついても良好であった。  

イ 発 育  

免育成組ま葬1把示すよう忙，20k㌘カゝら90kgまでの所葦日数で対照区125＋  

58日，弧禁区126土62日と差がなく，従つで1日平均皆体重でも対照区57ヰ  

車1．発育成紳  

毅 日 数  1日平均増体韮   

後 期  全損聞   前 閏   緩 期   全瑚閏  

125士58日  

レ′竺亙   

土35・9g托対Lて，式簸区は557±ヱ5・5gと布蘭発がなかった。   

Lれを粕内の区分で比較すろと，已01くダから50くダの覇拗では試験区かやつ優れ，  

50k銅－ら00kgの後期では対僅区がやゝ似れていろがこの原陸恢ついては洗顔区給  
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与飼料の牽分等の質的な問題や，採食燈等が影辞したものと考えられる。  

（3）飼料哨艶敬  

武史貪1才爛中の飼料消費読ほ襲2忙示すとおりであり，1日平均給餌蚤では，対照区は   

約2．05k夢，試験区酌1．87吻となつでおり，1頭当り平均消狸憶では試演区は対照区   

忙比して已0＿射場少ない。  

泉2．飼料消璧選  

飼 料 消 蛍 嚢  飼 料 要 求 率  
区 分  

前  鋤  後  期  全 期 側  前  期  後  期  全 朗 間   

対 照 区  g8．8士7・d瑚  159・8土8・駄P  256．8土13．永‘  3．a26土0．24  ：う．993士力浅1  ＄．864こ±札19   

試 験 区  Q4●．6±8．0  14－］．1土9，5 －  235．7土1口，5  315ヰ士8之8  3．526土0．27  a．366土030   

従って飼料贅求率では群楓茎＝8土 

く，チ勒副別でほ帝忙後拘が低く，衰aのとおり有意差が認められる。   

添乳 触科嚢兼塞の有瀬差検1壱  

語～1 後 刷  

区 分  個体数  自由度  加科吏求峯  平 方 和   一  秋  軍   

対酵  ヰ   8・  ！i．q Q 3．  0、181  uコ＝0＿2 8   

試頭区  与   ち  

利コ廿¢   

3－2  会規闇   

区 分・  桶錐数  自由度  飼料敬承塵   平 方 和   
t  検  定   

対抑圧  ‘i   3   B．β β 4  ∩．14 7  u pP．19   

試験区  4   8  詩．868  t－2．り零＞（p≧5繋）2．447  

和＝6   善一0，2Q8   

しかL，飼料磯舟踊忙よって比較すろと飼料別消費員華よびその春分卦ならび忙1  

kg増体当りT℃N志さこは泰4に示すとおりであり，所壌葬分卓では‡）CPは対粧広か多  

くを壊し，反対忙TDN読でほ試威l哀が多くを蔑Lており，両区蜘料の滝肉効率には  

大違がないものと認められろ。   



襲名．節分所填盈  

飼料別所域孟  垂  分  畏  1ks糟体当り  
区 分  

1   2   言十   DCP   TDN  Tl）N 宣モ   

対 薫l二て 区  抄定1号  
82．73kク  175・52kグ  乳5C＝   

96．8k（7   

式 ま浄 区  埼～三1号  
29，48   183．B   色．β1？   

琶丸g5kク   

（d）恩恥恕≡誉戊窟i  

批評試験終了後常法l′こ従っ て唐軌・甘沐Lて，調香を行なった繚巣は袈5一案7に  

示すとおりである。   

すなわち，体鮎肪の厚さ忙ついては，高エネ′レギー鮒料を給与Lた就頑区がやゝ厚  

かった外は，各朝檻部位忙大差が認められなかった。  

衰5．脂肪上告の仮さ  

月裏  部  脂  肪  背  紺  脂 肪  
区  分  

カ タ  セ  コ  シ■   中   後  平 均   

対  舘 i完  8 5亡Ⅷ  2，nC椚  

B．1   

菰6．軟体梢苧†示‡  

絶 食  結  ほ 内  躇  毒突  用  ロ ー ス  大利肉片の制合  
LE分  

††．ノ薫  と件！騒  歩 留  体 長  ユ  2  3  葎 た嵩  用川長  両 手煮  カ タ  ロース ′ミラ  ′ヽ  ム   

紳！・：l区  Rワ▲水タ  5日．蝋9  67・5％  97．8  79．永池  ？∩．1．  5之．脚  a58cm  1（さ、抑止  16．8Cガ1  B38％  34．1％  ろ2．1％   

試演区  89．†）  61．0  G8．∬  96．2  7（）．6  7∩一2  52．β  3a8  15月  15．5  3乳9  B5．0  Btユ   
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表7．肉質評価  

得  点  率  1極鳴り  

分  
一枚夕鶴エ                    評価額   

1♀  8 0  8 0  8 ヰ  81）  弓83   8 0  8 0  400  3乳80叶1∃  

対  7 ⊥  ワ 4  8ち8  19．35乳  

照  ワ 8  7 4  355  19．525  

区  
7 B  ワ 6  355  20．8gO  

・平均  7 6．5  7 8．5  810  7 7．5  7 8．口  7 7・5  7 β．口  引用．75  20、7日7円   

1♀  7 6  3 n  8 乞  7 6  7 8   7 8  7 8  3f15  2之．265  

試  7 ri  7 8  368  2え2β4  

験  7 4．  7 6  a65  2l．900  

7 2  ？ニ  ろ22  18．35B  

平均  7 も5  7 7．5  82．1〕  7 5．0  78．0  7 5．0  7 5．5  355．00F  乞1，い岬■  

しかし，枝肉の仕上り状敏昭ついては，議7忙示すよう忙碍点率佗おいて，一股外敵   

をはじめ全項目托ついて試潮辛がやゝ劣っており，脂肪忙ついでは，給与飼料の京子劉を   

うけで，やゝ扱釈間色を景するものがみられたが取引上の評イぱIj忙は，あまり形やがなか  

った。   

（引 飼料の鍾済性   

本式照佐用1、た撞損料の楳置性を検討すろた占りに，対照巨E。軋坪区忙軌、た・餅斗の旦   

帖を拙げもと義8のとおりであろ。  

この価咤忙よって，両区の1頭当り梅村費な割出すると嘉8把示すとおりで，1頭当   

り錮料覿で試頑区は対照区に比べて，1．与04円，少なく済んでおり，これ夏γ旨数刻比   

してみろと10 0：8：乙⊆となろ。   

表8，供試困料の東甜（1吻当り）  

ミート  フライ  大 安  トウモ  準教  大 成   カ／レこ／  ビック’  鮭 飼料  碩程匡司料   
塩  

ミール  ミーノレ  全粒籾  ロコシ′  欺  柏  ウ ム  エード  配合飼料  1号  2号   

65円  Bl円  30円  20円  2斬り  58「q  1郎ワ  3叶ワ  00円  30．53円  話5円  3ろ．5（閂   

一己0・－   



表9．飼料費  

飼  料  費  増体1厘  
区分；   計  一一一‾′×100  

検定卜号  傾：家2号  始飼料  当節胴凝   

対l、、ヌ  

試蘭匡  6，37a．乞3  7ヱ4桝42鮫  1（〉＄円5l－  121円5さ鉄  ：与4．乞％  

このように増体1鯨当り玩那髄嘗でも泰9忙示すとおウ説険区が放れており，知加科   

の利用忙よって枝肉架か多少低下しでも，それ以上佗良司料粋の新陳が町櫨であり，辟館   

j扶支上布剖であつた。  

なお，ミートミールは，これをま貰自製巨L料として，その利用を考えろと大豆半白忙比べ   

て割高乾なろものと考えられろが，カロリーやその構成アミノ政雛を礫合して顛姑すろ  

と必づしも不翻ではないものと考擾されろ。  

7・要 約  

二銀笛泰占二＝紅梅喧していろ1，封」1串のD」j料釣棚他を照明すちため，ミートミール及びフライ   

ミール紅ついで，そのぞ享分■通牒無し，これら川和を用いて行なった肥育試収の・ヤ究を夢   

前すれはつぎのとおりであろっ  

7 ミ‾トミーノレのり（）pは3丸85土2．8t），1’りNは1已8．58士魂．18となりその  

NRほ1二 竺．69であった。  

イ フライミールのDC Pは11．7 2ニヒ∩．117，でDNは99．10土q．75となりそのN  

Rは1：7・48であった。  

ウ フライミール2∩％，ノdよぴミートミール5蕗を含む転科忙よつで，∴）〔：P12．28   

TCN78，qll把輿望したLi“料の給与組崇の沌▼異，発育搬吃潅いては，対照区との開   

花有寒露が害gめられr【かったが商科婁求葦（てついてほjj己軒今期および全裏匪！旺ついて，   

有茸差をもって拭．美区がイ如、つた。しかし，これを整分jエで比べろとモ）CPでは対照区  

がやや多く，TD！1宣告でほ試∴－貪区がやゝ多くを婁しでおり，その産肉効奉でほ大差かな  

いものと‡‘：笑めた。  

’二 枚匪lの一敗的仕上り状況佗ついては就エ主区の背胎肪の厚さや，その賀忙おいて，やゝ  

劣■つでいたが，間引＿との評相漉はあまり影弘が烏かった。  

サ 経机料の堀野性については，1辞当り甘柿纏～で1n O：82＿9と試験区が節？技されで  

おり，多少枝肉知が低下しでも収■丈上は有刺であった。  

以上の咋果，ミートミールおよびフライミーノレはその配合飢個Ⅵ牒凍Lで使用すろこと   

把より画料漱が側頑ほれ，梢竹上有刺であろう。  

一之1－   


